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南谷地
み な み や ち

遺跡（西本
にしほん

成寺
じょうじ

二丁目） 

本成寺地区の遺跡分布を調べる調査で発見され

た平安時代の遺跡です。この地区の集落に隣接
りんせつ

する

微
び

高地
こ う ち

には、平安時代以降の多くの遺跡が発見され

ています。『墾
こん

田
でん

永年
えいねん

私財法
し ざ い ほ う

』により、低地の開発

が盛んに行われたことが遺跡分布からわかります。 

 平成１９年度は民間開発に伴い、遺跡の広がりを

調べるため確認調査を行ないましたが、遺構、遺物

は確認されませんでした。 

 

信濃
し な の

川
が わ

築堤
ち く て い

地区（上須
か み す

頃
ごろ

ほか） 

新しい堤防の工事箇所は、江戸時代まで屋敷
や し き

があ

った場所です。遺跡が埋もれている可能性があるた

め試掘調査を行いました。２ｍ以上もの深さからガ

ラス瓶
びん

などが出土しましたが、古い時代の遺跡は発

見されませんでした。以前あった屋敷跡は、明治時

下町
しもちょう

遺跡（西大崎
にしおおさき

一丁目） 

遺跡の広がりを把握するため部分的な調査を行

い、約１ｍの深さから柱穴などが見つかりました。

鋳型
い が た

・炉壁
ろ へ き

などの遺物が出土し、周辺部に鍛冶
か じ

・鋳物
い も の

に関連した遺構があるものと思われます。 

この遺跡は大崎
おおさき

鋳物師
い も じ

の本拠地
ほ ん き ょ ち

と推定され、三条

の金属産業史を考える上で大変興味深い遺跡です。 

石田
い し だ

遺跡（須
す

戸
ど

新田
しんでん

） 

石田遺跡は須戸新田地内にあり、標高約６ｍの自然

堤防上に立地します。地表から約１ｍの深さから南

北・東西方向の溝跡や土坑が見つかりました。遺物は

溝跡や周辺から須恵器
す え き

の食器や土師器
は じ き

の煮炊
に た き

具
ぐ

が出

土しています。遺跡周辺部には大槻
おおつき

潟
がた

があり、内水面

利用や低地の開発を考える上で重要な遺跡です。 

発掘された石田遺跡 確認された柱穴など 

代の堤防を造

る工事の際に

土取りされ失

われたと推定

されますが、さ

らに地中深く

に埋もれてい

る可能性もあ

ります。 

確認された敷石（近現代ものか） 確認調査のようす 
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安曲
あ ま が り

遺跡（下保内
し も ほ な い

） 

吉
よし

津川
づ が わ

右岸の標高約 5.5ｍに位置します。県営

ほ場整備事業吉津川地区に伴い調査を行い、溝跡

や土坑、柱穴が確認され平安時代のムラの跡であ

ることがわかりました。遺跡の北側では平安時代

の木棺墓が検出されています。 

標高が高い東側で遺構が集中し、特に南北方向

に広がる溝跡や土坑が見つかりました。南北方向

の溝跡はほぼ同じ向きであるため、同じ時期に使

用されたと考えられます。遺跡の西側は地形が落

込むため遺構は確認されませんでした。 

過去の調査から、木棺
もっかん

墓
ぼ

が検出された北側や東

側にムラの中心があると推定されます。 

高野
た か の

遺跡（北五百川
き た い も が わ

） 
粟ヶ岳の登山道沿いにある高野遺跡は、ほ場整

備に伴い 192㎡を本発掘調査したところ、溝 1条、

ピット78基の多数の遺構と遺物が出土しました。

この溝は平安時代ごろのものと考えられ、もとも

との沢状の地形を掘削したものと考えられます。

溝からは流れ込んだと考えられる旧石器時代と

縄文時代の石器が出土しました。 

 溝の北側と南側には多数の建物跡が出土しま

した。調査地は駒
こま

出川
で が わ

を見下ろす高台であるた

め、見晴
みはらし

台
だい

のような建物が建っていたものと考え

られます。 

発掘された溝 埋葬の儀式に関係した焼け石と縄文土器 

木棺墓 

発掘された溝 

五百川
い も が わ

遺跡（北五百川
き た い も が わ

） 

五百川遺跡は粟ヶ岳
あ わ が た け

の絶景を望む標高 127ｍの駒出

川左岸の河岸
か が ん

段 丘 上
だんきゅうじょう

にある大集落です。 

ほぼ完全な形の底のない土器が出土しました。辺り

からは焼け石が多く出土し、炉
ろ

に埋められた土器の可

能性もありますが、周りの土は焼けていませんでし

た。そのため、炉跡ではなく、埋葬
まいそう

の儀式
ぎ し き

に伴って別

の場所で火が焚
た

かれ、それが終わった後、骨を土器に

納め、焼け石とともにこの場所に埋めた可能性があり

ます。縄文時代後期前半（約 3,500 年前）の土器です。 
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遺跡位置図 

北浦
き た う ら

Ａ遺跡（大谷地
お お や ち

） 

大谷地字北浦に所在する縄文時代の前期と後期を主体とした遺跡です。五十嵐川右岸の低位
て い い

段 丘 上
だんきゅうじょう

に立

地する遺跡で市道大谷地枝の上線の道路改良工事に伴い２６０㎡を発掘調査しました。イエの跡 1 軒、土

坑９基、柱穴３６基、溝２条が発見され、コンテナ１０箱分の遺物が出土しました。 

この遺跡からは、山
やま

住
ず

みのくらしの道具が各種出土しています。弓矢の矢の先につけ、狩りに使った石
せき

鏃
ぞく

の未製品や、魚捕
と

りの網の錘
おもり

に使った石
せき

錘
すい

や、採集した木の実を磨り潰
つぶ

す台石
だいいし

と磨
すり

石
いし

などが見つかってい

ます。イエの柱を建てる時に土を掘った道具と考えられる打製
だ せ い

石
せき

斧
ふ

も採集されています。 

発掘されたイエの跡 発掘された北浦Ａ遺跡 
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栄栄会会場場展展  テテーーママ展展示示  

    水水をを治治めめ、、  野野をを拓拓いいたた先先人人たたちち 

１ テーマ展示にあたって 
はじめに 

「水を治め、野を拓いた先人

たち」という言葉をご存知でし

ょうか。 旧栄町の町民憲章の冒

頭の一節です。栄地区では、こ

の言葉どおり数多くの遺跡が

見つかっています。これらの栄

地区の発掘資料を中心にテー

マ展示を行ないました。  

栄地区における低地の調査  

１９８０年代に入りほ場整

備や諸開発に伴い古代・中世の

遺跡が発掘されるようになり

ました。河川のわきに発達した

自然堤防上に人々が住み始め

たことが明らかになってきま

した。 

近年、北潟甲遺跡や乙号 A 遺

跡で、これまであまり調査の進

んでいなかった弥生・古墳時代

の遺跡も発掘され、通史的な展

開の中で栄地区の歴史が明ら

かにされるに至っています。 

平成１８年度に本調査が行

なわれた戸口遺跡も低地の遺

跡として成果を挙げています。 

また、研究者による地道な分

布調査が進められ、多くの低地

の遺跡が新たに発見されてい

ます。 

栄地区古代遺跡分布図 
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２ 自然堤防上の遺跡 
平安時代、低地への進出 

 栄地区の低地に先人たちが本格的に進出するのは、平安時代になってからです。技術の

進歩に伴い新田開発が進み、低地に人々が暮らす基礎が作られました。もともと、湿地帯

であった栄地区の平野部には、河川によって自然堤防が発達しています。ムラは、その一

段高くなった自然堤防上につくられ、川の流路沿いに帯状に点在していたと考えられます。 

平安時代の遺跡は、半ノ木
は ん の き

・安代
やすしろ

・道西
みちにし

・大原
おおはら

遺跡
い せ き

ほか４０箇所以上もあり、１５遺跡

が調査されています。このうち、自然堤防上に位置する遺跡が８割以上で、残りは吉野屋
よ し の や

や

大面
お お も

などの丘陵付近に小河川によって形成された扇状地に確認されています。 

平安時代の遺物 

古代における自然堤防上の人々の暮らしぶりを語る遺物として土師器
は じ き

・須恵器
す え き

・灰釉
かいゆう

陶
とう

器・砥石などが挙げられます。平安時代の遺跡からは土師器の甕や坏、須恵器の坏や大甕

などが出土しています。土師器は地元でも焼いて作ることができますが、須恵器は窖
あな

窯
がま

と

中世「大面荘」への展開 

中世に自然堤防上に形成されたと考えられる中世城館は、小古瀬館
お ご せ や か た

・新堀
にいぼり

遺跡
い せ き

・苗代
なわしろ

垣
がき

館
やかた

・東光寺館
とうこうじやかた

・蔵内館
くらうちやかた

の６箇所があり、このうち新堀遺跡と苗代垣館では調査が行なわれ

ています。また、丘陵や山地側には矢田館・矢田城跡・枡形砦跡・大面城跡が知られてお

り、矢田館跡は調査がされています。  

「大面荘
おおものしょう

」の地名がはじめて文献上で確認されるのは、文治２（１１８６）年３月１２

日の箇所です。大面荘は鳥羽
と ば

十一面堂領
じゅういちめんどうりょう

でしたが、二年後の文治４（１１８８）年になる

と八条院領になる皇室御領の寄進地系荘園でした。大面荘は吉野屋条、帯織条、新方条、

上条、下条、見附条、石地条などの「条」に分かれていました。 

 

呼ばれる施設で焼かれるため生産地と消費地が離れています。栄地区では佐渡の小泊
こどまり

や出

雲崎・和島付近の西古志窯
に し こ し よ う

や新津産の須恵器が発見されており、水運を利用して当地に供

給された事は想像に難くありません。 

井戸に転用された舟 

半ノ
は ん の

木
き

遺跡
い せ き

から発見された第１号井

戸は、井戸側材として折断された杉材

の丸木
ま る き

舟
ぶね

が使用されていました。この

井戸は水の出がよく、調査当時も１時

間ほどで水が一杯になったそうです。

井戸からは土師器や須恵器の他、施釉

陶器や文字は不明ですが、墨書土器が

出土しています。こうした舟は当時の

水運を想定することができ、頻繁に利

用されたと考えられます。 
半ノ木遺跡 井戸 
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栄地区中世城館分布図 

 

自然堤防上の中世遺跡例（居
い

掛
かけ

遺跡
い せ き

） 

（東上空より） 
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戸口遺跡の全景航空写真（西から） 

 
３ 戸口

と ぐ ち

遺跡
い せ き

の調査 
調査の概要 

市道矢田・中曽根新田線の建

設に伴い平成１７年に確認調査

を行ない、平成１８年に本調査

が行なわれました。 

さらに東側に道が延びるため

平成１９年にも遺跡の範囲を確

認する調査が行なわれました。 

今回、栄地区ではじめて成果

を展示する機会になりました。  

自然堤防上に立地する戸口遺

跡では、２つの時期に集中して

人々が住んでいた痕跡が発見さ

れています。  

平安時代の戸口遺跡 

今から１，１００年前の平安時代（９世紀後半～１０世紀前半）には、掘立柱
ほったてばしら

建物跡や

溝跡が発見され、須恵器や土師器が出土しました。掘立柱建物跡は溝跡で区画されており、

ほとんどが桁
けた

行
ゆき

２間×梁
はり

行
ゆき

３間であり、区画
く か く

溝
みぞ

の方向にあわせる形で並んでいました。戸

口遺跡の東側には８世紀から９世紀の安代・道西・大原遺跡が存在しており、その関係が

注目されます。また、１０世紀中頃以降急速に衰退することから、村落の形成過程や変化

を考える上でも大変意義深いです。 

中世の戸口遺跡 

今から７００年前の中世（１３世紀前半～１４世紀頃）の遺構は、掘立柱建物跡や井戸

跡が発見され、珠洲
す ず

焼
やき

のすり鉢・青磁
せ い じ

・中世
ちゅうせい

土師器
は じ き

や砥石が出土しています。わざと底に

穴を開けたすり鉢も発見されていますが、用途は不明です。また、鞴
ふいご

の羽
は

口
ぐち

が発見されて

おり鍛冶が行なわれていた事が判明しています。 中世の遺構は文献に出てくる「大面荘」

内に存在すると想定されています。今回の大形掘立柱建物の発見や鉄
てっ

滓
さい

や鞴の羽口の出土

などから大面荘を考える上で貴重な遺跡と言えます。 

すり鉢 鞴
ふいご

の羽
は

口
ぐち
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白山 B遺跡の土器集中 

新堀村下遺跡出土 木簡 

 

４ 残された文字 

吉野屋
よ し の や

白山
しらやま

B遺跡
い せ き

 ～土器の大量出土～ 

 栄地区では半ノ
は ん の

木
き

遺跡
い せ き

・岩淵
いわふち

A 遺跡・大面
お お も

町
まち

浦
うら

遺跡
い せ き

などで墨書
ぼくしょ

土器
ど き

が数点出土しています。 

吉野屋
よ し の や

白山
しらやま

A・B 遺跡では１９８９年と１９９

２年にほ場整備に伴う調査が行なわれ、掘立柱建

物跡、大量の土器が廃棄された跡や橋の橋脚部が

残存した溝跡が発見されました。この土器の中に

は墨書土器や棒状の工具によって文字が刻まれた

刻書土器、漆で文字が書かれた土器が発見されて

います。墨書土器の内容は「大」と記されたもの

が最も多く、人名と思われる「秋田万」や人名か

地名か定かではありませんが「宇奈」と書かれた

土器が出土しています。人名と思われる「梶万呂」

と書かれた土器は、岩淵 A 遺跡からも出土してい

ます。土器の廃棄された理由として、特別な時に

利用した土器を同じ場所に捨てるという習慣とも

考えられます。 

中世の木簡
もっかん

 

 １９９７年に調査された新堀村下
にいぼりむらしも

遺跡
い せ き

では、中

世の木簡が出土しており、一面には「蘇民将来之

□□」、その逆面には「急々如律令」と書かれてお

り、径約１ｍの土坑内から漆器の椀とともに出土

しました。「急 急 如
きゅうきゅうにょ

律令
りつりょう

」は、陰陽道
おんみょうどう

のまじな

いの決まり文句です。蘇民
そ み ん

将来
しょうらい

の信仰は諸説あ

り、現在でも「蘇民
そ み ん

将来之子孫也
しょうらいのしそんなり

」と書かれた札

や符を配ったり、茅の輪くぐりなどがあります。  

三条地区では綾
あや

ノ前
の ま え

・菖蒲沢
しょうぶさわ

遺跡
い せ き

で「蘇民将来」

と書かれた木簡が出土しており、蘇民将来の信仰

は、三条地区の三条八幡宮や一ノ木戸神明宮の茅

の輪くぐりなど現在にも生きています。 

 ５ おわりに 

  栄地区では、古代、中世と低地の開発が行なわれ、水との戦いの連続でした。栄地区は信濃川と刈
かり

谷田
や だ

川の大きな河川の間を大面川、貝喰
かいばみ

川などの支流が流れているため、絶えず水害に悩まされてきました。

また、一方で、人々は水を治め、利用し、共存して生活してきました。 

中世の遺跡から出土する祭祀
さ い し

遺物
い ぶ つ

などは、何を願ったものなのでしょうか？土の中に残された痕跡か

らは水害と向き合い、水と共に生きてきた人々の思いが息づいているかのようです。 
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三条のものづくりのルーツは、実は旧石器時代の２万５千年前まで遡ることができます。今

から約２万年前に近畿地方と同じ形の石器が、御淵
み ふ ち

上
がみ

遺跡
い せ き

（長野）で作られます。その後約 1

万 3 千年前に、替え刃式の石器である細石刃が中土
なかつち

遺跡（長野）に登場します。この替え刃の

製作技法は、シベリアや北海道など北方系の作り方をしています。これらの石器は、槍先に取

り付けられ、狩りに使われたと考えられています。 

石と鉄という素材は違っても、すばらしい切れ味の道具を追い求めた想いは今の私たちに伝

わり、「金物のまち三条」に活かされています。 

三三条条ももののづづくくりりののルルーーツツををたたずずねねてて 

復復元元さされれたた旧旧石石器器時時代代・・縄縄文文時時代代のの道道具具 

市内の旧石器・縄文時代の遺跡で出土する石器を、当時の技法で復元しました。 

旧石器時代の槍は古い順に、割った石のカケラの特徴を活かすナイフ形石器、一番槍らしい

形の尖頭器、替え刃式の細石刃を取り付けた槍が作られました。 

約 1 万 2 千年前に縄文時代になると、弓矢が発明され、それを使ってシカなどの狩りが行な

われます。約 2,000 年前の

赤松
あかまつ

遺跡（大谷地）は、矢じ

りの工場と考えられる遺跡

で約 6,000点もの矢じり製作

に関連した石器が出土して

います。 

磨製石斧は木を切り出し

たり、くり抜いたりする道具

でした。また、打製石斧を使

って土を掘ったり、地下に生

えている山芋を掘ったりし

たのでしょう。 

石匙は個人用のナイフで

紐を付けて首や腰から提げ

ていたと考えられます。 

漁労具は鹿の角や骨を使

い、ヤスや魚に刺さると先端

が外れ、銛先に付いた紐を使

っ て 魚 を 引 き 上 げ る

回転式離頭
かいてんしきりとう

銛
もり

などの道具や、

釣針などが作られました。 

復元された石器 

復元された骨角器 


